〈Reports〉 Social action work by University of Tsukuba at 2015 report of “JUDO Caravan in Tohoku" by 川戸 湧也 et al.
〈報告〉平成27年度筑波大学社会貢献プロジェクト
「東北3県柔道キャラバン」活動報告
著者 川戸 湧也, 増地 克之, 小野 卓志, 平岡 拓晃, 秋
本 啓之, 近藤 俊




その他のタイトル 〈Reports〉 Social action work by University
of Tsukuba at 2015 report of “JUDO Caravan in
Tohoku"
URL http://hdl.handle.net/2241/00138885



































































1 7 : 00 f1iLI)( 
Ii'lJ'i':IiIWがえに立ち.2分 x10本の乱lfxを行っ
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13 : 30 寝技の講習
I13地氏より寝技の補強運動の意義と行し¥]5に
ついて講習が行われた。特に寝技の場面iにおい
てキ11子に背 1:1:1 を ríi] けずに ~;i-ì~~ に正対することにつ
いてir!示しながら説l列がなされた。
14 : 00 立ち;支のJ昨宵
小W}氏より[体活J.秋本氏より「背負投J
の説明がそれぞれ行われた。
15 : 00 乱
8iT Iミ!と!可様 I1昨日ijl¥ilがJ乙に立ち.2分 x10 
本の乱Ifxを行った。























て.試令に I:!~{~ む j111 の心持ち， 子どもが詳しが
ちな IÍ民組に対ーするアプローチ U~など指導者から
の質問が多かった。このように指導者とも
交換ができたことは微力ではあるが対象地域の
柔道の発展に貢献できたであろう。
本事業のさらなる充実を図るために，今後は
現場の指導者の安求を事前にリサーチするな
ど， 子どもたちだけでなし指導者に対する講
習内容の改善と充実を目指していきたい。何よ
り今後も本事業を継続することによって，東北
3 県における柔道の普及.振~~~.発展に注力し
ていきたし」
最後に.今回の柔道教室 I~可能にご尽力\，\ただ
いた関係各位に御礼を 1j:Iし上げ，報告とさせて
]頁く。
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